
1

全国育樹祭とは

発刊にあたって

　全国育樹祭は昭和 52 年から毎年秋季に行われている国民的な森林・緑の祭典です。
　天皇皇后両陛下がお手植えされ、成長した樹木に皇族殿下がお手入れされる育樹活動のシンボル的
な「お手入れ行事」と、皇族殿下によるおことばや各種表彰などが行われる「式典行事」等を通じ、
健全で活力ある森林を育て、次の世代に引き継ぐことの大切さを伝えています。

第 45 回全国育樹祭大分県実行委員会会長

大分県知事 広瀬 勝貞

　令和 4 年 11 月 12 日と 13 日の両日、秋篠宮皇嗣同妃両殿下の御臨席を仰ぎ、「豊かなおおいた　森林
を育み　木と暮らし」を大会テーマに、第 45 回全国育樹祭を開催いたしました。
　11 月 12 日に「大分県県民の森　平成森林公園」（豊後大野市）で開催しましたお手入れ行事では、平
成 12 年の第 51 回全国植樹祭において、当時の天皇皇后両陛下がお手植えされたアカガシとカツラに、
秋篠宮皇嗣同妃両殿下によるお手入れ（枝打ち・施肥）を賜るとともに、御参加の皆様にも育樹活動を行っ
ていただきました。植樹祭、そして育樹祭を経て、育まれてきたこの緑豊かな県民の森を多くの皆様と
ともに、継続して森を守り育むことの大切さを未来に伝えていく場として末永く活用していきます。
　また、11 月 13 日には県産木材をふんだんに使用した「昭和電工武道スポーツセンター※」（大分市）で、
県内外から約 3,300 人の皆様に御参加いただき式典行事を開催しました。式典では、秋篠宮皇嗣殿下か
らのおことばを賜るとともに、緑化等功労者の表彰や緑の少年団の活動発表のほか、子どもたちを中心
としたアトラクションなどにより、「伐って使い・植えて育てる」循環型林業や木材利用の大切さ、林業
のイメージアップなどを全国に発信しました。
　育林交流集会、全国緑の少年団活動発表大会、森林・林業・環境機械展示実演会、森林フェスなどの併催・
記念行事を含めた一連の大会行事には、約 20,000 人もの方々に御来場いただき、盛会のうちに行事を終
えることができました。開催にあたり、御尽力、御協力いただきました多くの関係者の皆様に厚く御礼
申し上げます。
　大分県では、スギ・ヒノキなどの人工林が本格的な利用時期を迎える中、早生樹を活用した循環型林
業の推進や、豊かな森林の恵みである木材・乾しいたけの需要拡大による林業振興とそれを支える担い
手の確保・育成に取り組んでいます。本育樹祭を契機に、県民総参加の森林づくりの環を更に広げると
ともに、緑の少年団を中心とした森林・林業教育の充実等、森林を育む豊かな心を持った子どもたちの
育成にも努めてまいります。
　結びに、この記録誌が本大会の成果と感動を後世に伝え、ＳＤＧｓやカーボンニュートラルにもつなが
る「森林づくりの環」が大分から全国、そして世界へと広がっていくことを祈念して、発刊の挨拶とさ
せていただきます。
※令和 4 年 11 月時点の名称（現：レゾナック武道スポーツセンター）
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　全国育樹祭は、全国植樹祭を開催したことのある都道府県において、公益社団法人国土緑化推進機
構との共催で行われます。
　今大会では、「伐って使い・植えて育てる」「次代につながる森林づくり」「森林・林業県おおいたをＰＲ」
の３つのコンセプトのもと、お手入れ行事や式典行事、併催・記念行事等を開催し、大会理念である
継続して森を守り育てることの大切さを県内外に広く伝えました。
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※1

※1　令和 5年 1月から「レゾナック武道スポーツセンター」に改名しています。
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「豊かなおおいた　森林を育み　木と暮らし」
もり
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大 会 テ ー マ

シンボルマーク

ポスター（原画）

講評
　豊かな森林を愛情を持って育て、恵みである木材を使って暮らすことで森林資源循環の大切さが表現
されています。

講評
　笑顔で親しみやすい表情と新芽を守る力強い手
から、森林をあたたかく見守り、育んでいこうとす
る想いが伝わってきます。
　また、新芽から森林へとの循環の輪が表現されて
おり、未来へつなぐ大切さが見える作品です。

講評
　人々が植えた木が私たちの住んでいる美しい地球を支
えていることを象徴的に表現しています。どっしりとした
大きな幹や空に向かって伸びる枝や若葉から育樹のエネ
ルギーが伝わってきます。緑に覆われた美しい地球を守
り、育てていこうとする意志が強く伝わり、幹や枝、葉や地
球の表現技術もすばらしい作品です。

高村 美紀さん作者 （大分県大分市在住）
たか むら       み      き

冨永 明日香さん作者 （長崎県西海市在住）
とみ  なが      あ す か

お手入れ行事

「 支え 」

廣　 心音さん作者 （大分市立坂ノ市中学校２年（令和２年度当時））
ひろ     せ      ここ   ね

大会テーマ等の紹介
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◆ 会場御着

　令和 4 年 11 月 12 日に豊後大野市の「大分県県民の森　平成森林公園」で開催したお手入れ行事では、
平成 12 年に開催された第 51 回全国植樹祭で当時の天皇皇后両陛下がお手植えになられたアカガシと
カツラに、秋篠宮皇嗣同妃両殿下にお手入れ（枝打ち・施肥）を賜りました。

秋篠宮皇嗣同妃両殿下は、緑の少年団から説明を受けながら、第 51 回全国植樹祭のパネル等を御覧になりました。

平成 12 年の第 51 回全国植樹祭では、アカガシやカツラを含めた 33 種類、約 13,000 本が植樹されました。　
第 51 回全国植樹祭を開催後、豊かな国の森づくり大会として、県植樹祭を毎年実施してきました。

　秋篠宮皇嗣同妃両殿下は、お手入れ会
場である大分県県民の森に御到着され、
大分県知事、大会会長、国土緑化推進機構
理事長のお出迎えを受けられた後、先導
する緑の少年団に続いて御入場になられ
ました。

「第 51 回全国植樹祭」 「これまでの森づくり活動の状況」

お手入れ行事

◆ 全国植樹祭パネル　御覧



お手入れ行事

◆ 枝打ち
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◆ 施肥

アカガシの枝打ちをされる皇嗣殿下 施肥をされる皇嗣妃殿下 埋戻しをされる皇嗣殿下

お手入れ行事



お手入れ行事

◆ お手入れ道具
　県内で多く産出され、加工されるスギで製作され
たお手入れ道具は、「大分県建具組合連合会」による
高い技術をもって製作されました。
　なお、施肥に用いられた鍬は、平成 12 年第 51 回全
国植樹祭で当時の天皇陛下がお使いになられたもの
を活用しました。

　お手入れ会場では、会場の樹木に施肥を行う育樹
活動を行いました。
　大会会長をはじめとした参加者の皆様が、緑の少
年団やボーイスカウト・ガールスカウト等と一緒に
記念育樹を行いました。

◆ お声がけ

記念育樹

大会会長（参議院議長）　尾辻 秀久

林野庁長官　織田 央

大分県知事　広瀬 勝貞

農林水産副大臣　野中 厚

公益社団法人 国土緑化推進機構理事長　濱田 純一

1110

お手入れ行事
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大分県議会議長　御手洗 吉生

茨城県議会議長　伊沢 勝徳

茨城県知事　大井川 和彦 犬江太鼓

豊後大野市長　川野 文敏

1312

歓迎アトラクション
記念育樹

会場の様子
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◆ 介添え・育樹活動補助

大野小学校みどりの少年団

公益社団法人日本ボーイスカウト大分県連盟　　　　　　　　　　公益社団法人ガールスカウト大分県連盟

大分県立日田林工高等学校

大分県庁退職林業技術者連絡協議会
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お手入れ行事を支えていただいた皆さん



式 典 行 事

お手入れ行事

◆ 歓迎アトラクション

◆ 司会進行
犬江太鼓

小笠原 正典さん
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お手入れ行事を支えていただいた皆さん


